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values” や “newsworthiness” といった言葉が
多く見られる。日本においてもその事件や出
来事に報道価値があるかどうかが大きなファク
ターとなり，ニュース制作に影響を与えている
という研究がなされている。一方で，本書の６
章・７章のように，実際の映画やテレビ番組を
用いて，大衆が犯罪や正義についてどのように
感じ考えているのかという観点からの犯罪社会
学的研究はあまり見られない。メディアは新聞
やニュースだけではない。映画やテレビ番組な
どもそうである。日本には映画やテレビ番組の
他に漫画やアニメといった文化が発展している。
そういったものを通して日本の大衆が犯罪をど
のように考えているのかを研究するのも面白い
のではないだろうか。
  冒頭にも書いたが，本書は入門書・テキスト
ブックである。そのため，極端に偏った解説が
されることはなく，海外の主な「メディアと犯
罪」の研究トピックスが満遍なく書かれている。
それゆえ，日本での「メディアと犯罪」におけ
る研究課題が見えてきたように感じる。
  メディアと犯罪の研究の取っ掛かりとしてだ
けではなく，海外のメディアと犯罪の関係性を
知ることができた一冊であった。
　　　　　（いむら　とうこ　
　　　　　　　社会学部現代社会学科４回生）
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